
今月号より、離婚が含む様々な問題について１つ１つ解説を行ってまいります。今回は、なぜ離婚に至るのか、離婚問題

における最初のポイント「離婚の動機・事由」をご紹介していきます。 

なお、こちらは当事務所の「離婚問題サイト」にも掲載を行っております。その他、離婚問題に関連した様々な話題をご

紹介しておりますので、気になった方は、ぜひ当事務所「離婚問題サイト」をご覧ください。 

典型的な離婚理由 

1. 離婚になる理由

仲の良かった夫婦が離婚を決意するには、何らかの理由があります。統計によっては多少の男女差はあるものの大体が

以下のような理由になります。

（１）性格の不一致 

一番多い離婚の理由は、性格の不一致です。 

相手が何か悪いことをしたわけではないけれど、どこ

か許せない、趣味も合わず会話も面白くなく、一緒にい

ることが苦痛である等、性格が合わないと感じる要因は

様々です。 

恋人同士でいる間は楽しかったけれど、いざ家庭を作

り一緒に暮らしてみたら、金銭感覚、教育方針、親族づ

きあい等の感覚や意見が合わないことがわかったという

こともあります。 

こういった感覚や意見のずれがあると喧嘩が多くなり、

夫婦間の溝がどんどん深くなる恐れがあります。 

（２）配偶者からの暴力（肉体的な暴力、精神的な暴力） 

日常的に繰り返される暴力はもちろん、たった一度で

あっても離婚の理由になることがあります。 

裁判になった場合には、暴力の程度や動機、その他の

言動など様々な要素を考慮して判断していきます。 

なお、暴力とは、殴る蹴る等の肉体的な暴力だけはあ

りません。相手の心に深い傷を負わせるような言葉の暴

力（モラルハラスメント）や、その他の手段で相手に対

して精神的なダメージを与える場合も含まれます。 

（３）配偶者以外の異性との関係 

浮気や不倫など、配偶者以外の異性との関係も離婚の

理由として挙げられます。 

配偶者が自分以外の異性と性的な関係を結んでいたよ

うな場合は、相手のことが信じられなくなりますし、ど

うしても許せないとなると婚姻を継続していくことが難

しくなってしまいます。 

そのため、浮気や不倫が夫婦の一方にあったことが発

覚すると、その夫婦関係を破綻させかねない重大な問題

になります。 

（４）お金の問題 

（生活費を入れてくれない、借金問題、浪費癖等） 

夫婦の場合、財布が一つになっている場合もあります

し、妻側が専業主婦である場合などは夫が生活費を入れ

てくれないということは死活問題になってしまいます。 

また、配偶者が度重なる借金をしているような場合、

払いきれずに取り立て屋に追い回されたりして自分自身

の生活も脅かされることがあります。 

配偶者の責任で最低限の生活すらできないとなると、

夫婦関係も悪化し、婚姻生活の継続も困難になります。 

 

 

（５）親族関係 

嫁姑関係など、配偶者の親族との折り合いが悪いとい

うことも、よく聞く問題です。 

はじめは配偶者の親族とだけうまくいかなくても、配偶

者がこの問題に無関心であったり、自分の親族の話だけ

を聞くような姿勢だったりすると、円満な夫婦関係を継

続することができず、離婚の理由になったりします。 
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2. 裁判で認められる離婚原因 

お互いに話し合って円満に夫婦関係を解消する協議離婚の場合は、当事者同士の合意によるものになりますので、理由

が何であれ離婚をすることができます。 

相手が離婚を受け入れてくれない場合には、家庭裁判所での調停を経たうえで裁判により解決していくことになります。

では、裁判になった場合に認められる離婚原因としては、どのようなものがあるのでしょうか。  

（１）法定離婚事由 

民法第７７０条第１項によると、裁判所で離婚が認められるためには、下記の事由（法定離婚原因）が必要とされて

います。 

1.配偶者に不貞行為があったとき 

2.配偶者から悪意で遺棄されたとき 

3.配偶者の生死が３年以上明らかでないとき 

4.配偶者が強度の精神病にかかり、回復の見込みがないとき 

5.その他婚姻を継続し難い重大な事由があるとき 

（２）各事由について 

１ 不貞行為 

不貞行為とは、配偶者のある者が自由な意思に基づ

いて配偶者以外の者と性的関係を結ぶことを言います。 

不貞行為は、配偶者に秘密に行われることが多いの

で、立証は容易ではありません。証拠収集作業としては、

写真、録音、メール、電話の履歴の収集がありますが、

方法によってはプライバシーの侵害にあたったり、違

法な証拠収集となったりしますので、注意が必要にな

ります。 

２ 悪意の遺棄 

悪意の遺棄とは、正当な理由なく、同居・協力・扶助

義務を履行しないことをいいます。 

正当な理由は、別居した目的、相手方の生活状況、送

金状況、別居の期間等を総合的に考慮して判断される

ことになります。  

３ ３年以上の生死不明 

３年以上の生死不明とは、３年以上ずっと生きてい

るか死んでいるのかわからない状態が続いていること

をいいます。 

４ 強度の精神病 

強度の精神病とは、その精神障害の程度が夫婦の相

互協力義務を果たせないのほどに達している場合をい

います。 

５ その他の重大事由 

婚姻関係が破綻して、夫婦としての共同生活の回復

の見込みがないことを意味しますが、具体的には以下

のような場合が挙げられます。 

1.暴行・虐待等 

2.重大な病気・障害 

3.宗教活動 

4.勤労意欲の欠如・借金等 

5.犯罪行為等 

6.性交不能等 

7.親族との不和 

8.性格の不一致等 

いずれの場合であっても、状況や程度、回復の見込み

の有無等、様々な要素を総合的に考慮して判断される

ことになります。 

3. まとめ 

「まだ、離婚するかどうかはわからない」「自分たちで円満に解決したい」とお考えであっても、不安なことがあれば一

度ご相談ください。早めに弁護士に相談することで、正しい知識と安心を手に入れることができます。離婚手続だけはな

く、話し合いや証拠収集についてもアドバイスすることが可能です。 

離婚は人生の中でも大きな問題になりますので、安易な解決をして後々後悔しないよう、落ち着いて適切な方策をとっ

ていくことが重要です。 

また、些細なことでも相談できるよう身近な法律事務所を選択することをお勧めします。茨城県で弁護士をお探しであ

れば、ぜひ当事務所にご連絡ください。 

離婚問題について詳しく知りたい方はこちら 
【離婚問題サイト】 http://rikon.nagasesogo.com/
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